
苦しい、つらい、しんどい・・・。生活や気持ちの変化が大きい春。

こころの健康について考えてみませんか？

人とのコミュニケーションやケア、倫理、死生観を研究する佐藤先生に、アニメを題材に

しながら、「話す」がもたらす効果についてわかりやすく説明していただきます。

講師 佐藤 泰子 氏

令和6年度 こころの健康づくり講演会

バカボンのパパに学ぶ

話してこころ
健やかに

日時 令和７年３月２日(日)13:30～15:30 （開場13:00）

場所 久留米シティプラザ 大会議室 （六ツ門町 8‐1 ）

定員 120人（先着・要申込） 手話通訳・要約筆記あり

申し込み ２月２７日(木)までに、電話・ＦＡＸ（裏面を利用ください。）

または電子申請（左のＱＲコードから）で申し込みください。

（先着順で定員になり次第締め切ります。）

■申し込み・問い合わせは、久留米市保健所保健予防課

電話 ０９４２-３０-９７２８ FAX ０９４２-３０-９８３３

メール ho-yobou@city.kurume.lg.jp
参加費無料

京都大学大学院人間・環境学研究科研究員

「
」

入場
無料

2009年京都大学大学院 人間・環境学研究科 博士課程修了。
京都大学博士（人間・環境学）取得。
京都大学、京都看護大学、沖縄県立看護大学、等で死生学、医療倫理、
コミュニケーション論等の講義を担当。
コミュニケーション、ケア、倫理、死生などを研究していくなかで「人が苦し
いとはどういうことか」についての解明が必要であることに気づく。そこで「人は
なぜ苦しみ、そこからどのようにして新しい1歩を踏み出すのか」を構造的に
理解するためのシェーマ「苦しみと緩和の構造」を構築。「苦しみと緩和の構
造」、哲学、倫理学、死生学をもとに援助のあり方を探っている。
著者に『死生の臨床人間学－「死」からはじまる「生」』 、『苦しみと緩和の
臨床人間学－聴くこと，語ることの本当の意味－』 （晃洋書房）など。

主催 久留米市

後援 （一社）久留米医師会 （一社）小郡三井医師会 （一社）大川三潴医師会 （一社）浮羽医師会
（一社）久留米歯科医師会 （一社）大川三潴歯科医師会 （一社）浮羽歯科医師会
（一社）久留米三井薬剤師会 ・ 大川三潴薬剤師会 ・ 浮羽薬剤師会 久留米商工会議所
（一社）久留米青年会議所 （一社）筑後中小企業経営者協会 （特非）久留米市介護福祉サービス事業者協議会

獲得対象事業です


